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中
高
一
貫
教
育
校
の
メ
リ
ッ
ト1

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
６
年
間
に
わ
た
り

生
徒
を
継
続
的
に
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
優
れ

た
才
能
を
発
見
で
き
る
こ
と
、

中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
異
年
齢
集
団
で

の
活
動
に
よ
り
社
会
性
や
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
で
き
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

質問
生
産
年
齢
人
口
増
加
施
策

に
対
し
て
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な

ど
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
く
よ

う
、
こ
れ
ま
で
も
広
報
川
越

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

■問問
豊
富
な
財
源
と
人
材
を
有

す
る
川
越
の
創
造
を
目
指
し
、

子
育
て
世
代
流
入
誘
発
策
の

一
つ
に
中
高
一
貫
校
設
置
を

望
む
。
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ

ト
と
は
何
と
考
え
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　
高
等
学

校
入
学
者
選
抜
の
影
響
を
受

け
ず
に
ゆ
と
り
の
あ
る
安
定

的
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
こ

と
、
６
年
間
の
学
校
生
活
の

中
で
計
画
的
・
継
続
的
な
教

育
課
程
を
展
開
で
き
る
こ
と

■問問
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候

変
動
に
よ
り
自
然
災
害
が
増

す
こ
と
で
、
市
民
一
人
一
人

が
防
災
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
防
災
意
識
向
上

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

答
危
機
管
理
監
　
水
害
時
に

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

自
宅
や
施
設
の
水
害
リ
ス
ク

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
水

害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
自

ら
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
市
民

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

答
弁
者

　ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
に
関
す
る
制
度

な
ど
、
市
の
行
政
・
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
事
業
の
現
在
の
状
況
、
今
後
の
方
針
等

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

対
し
意
見
や
施
策
の
提
案
を
し
ま
す
。

　質
問
を
し
た
議
員
が
、
そ
の
質
問
の
中
か

ら
一
問
を
選
び
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２６

一
般
質
問
の
表
題

土
台
で
あ
る
健
康
診
断
は
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

生
活
が
苦
し
く
国
保
税
が
払

え
な
い
人
は
３
千
人
台
前
半

か
ら
令
和
２
年
度
４
５
６
７

人
へ
と
増
え
る
中
、
滞
納
者

の
差
し
押
さ
え
や
短
期
被
保

険
者
証
交
付
な
ど
で
収
納
率

を
上
げ
、
当
年
度
の
赤
字
解

消
計
画
は
目
標
を
１
億
３
千

万
円
も
超
過
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
も
重
な
る
厳
し
い
状

況
の
下
、
過
剰
な
赤
字
解
消

は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

祉
後
退
や
負
担
を
増
や
さ
ず

進
め
る
べ
き
。
学
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
維
持
が
新
た
な
財
政

へ
の
懸
念
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
妥
当
性
は
検
証
が
必
要
。

国
の
介
入
が
強
ま
る
中
、
自

治
体
ら
し
く
職
員
が
地
域
住

民
の
た
め
に
働
く
自
覚
を
。

賛
　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　
決
算
額
は
例
年
の
１
・
３

倍
、
補
正
予
算
の
編
成
は
16

回
を
数
え
た
。

　
歳
入
の
特
徴
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
の
財
源
と
し
て
国
か
ら

約
４
０
０
億
円
が
交
付
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
感
染
拡
大

防
止
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
へ
の
支
援
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
加
速
化
な
ど
、

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　
歳
出
規
模
も
過
去
最
大
と

な
り
、
各
種
給
付
金
、
検
査

機
関
や
入
院
受
け
入
れ
医
療

機
関
へ
の
支
援
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
。

　
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て

き
め
こ
ま
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
中
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
尽
力

に
よ
る
的
確
な
対
応
と
成
果

を
高
く
評
価
す
る
。

賛
　
　
成

【
公
明
党
】

　
川
越
市
の
事
業
全
体
を
歳

入
歳
出
の
視
点
で
い
く
つ
か

精
査
す
る
と
、
歳
入
で
は
、

市
税
の
根
幹
を
成
す
市
民
税

や
固
定
資
産
税
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
免
れ
て
お
り
、
お
お

か
た
増
収
を
維
持
し
て
い
る
。

法
人
市
民
税
で
は
対
前
年
度

比
18
・
46
％
の
減
収
に
陥
っ

て
い
る
が
総
括
す
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
事
態
に
立
ち
向
か
い
な
が

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

精
査
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

成
果
は
、
評
価
に
値
す
る
も

の
と
判
断
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

賛
　
　
成

【
無
所
属
】

　
特
別
定
額
給
付
金
を
は
じ

め
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
市
民

生
活
を
支
え
た
。
財
政
状
況

は
厳
し
く
「
選
択
と
集
中
」

と
い
っ
た
言
葉
が
よ
く
聞
か

れ
る
が
、
開
設
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
、
市
制
１

０
０
周
年
に
向
け
「
だ
れ
も

が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
川
越

」
を
達
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
保
険
事
業
の
広
域
化
に
伴

い
、
赤
字
解
消
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
健
康
増
進
の
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自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識2


